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SP-3Z沖縄産ナガウニ属（GenuS丘胸…e”）４種における食性比較研究
一人工飼料に対する摂餌量及び栄養吸収効率一

*平塚悠治・上原剛

琉球大学理工学研究科

沖縄産ナガウニ類４種を用いて、野外での主食である芝状小型藻類（Tnrf

algae）粉末を混ぜた寒天ブロックを給餌して摂餌量及び栄養吸収効率を調べた。

摂餌量に関しては、ツマジロナガウニEbhinomeZrlasp.Ａ＞ホンナガウニＥ・

maZhaeノーリュウキュウナガウニＥとhinometrlasp．Ｃ＞ヒメクロナガウニE

obﾉOngHの順となり、ツマジロナガウニの摂餌量はヒメクロナガウニの摂餌量

のおよそ２倍に達した。また、有機物及び炭水化物の吸収効率は４種間で有意

に異なり、ヒメクロナガウニ＞ホンナガウニーリュウキュウナガウニ＞ツマジ

ロナガウニの順であった。一方、餌におけるタンパク質及び脂質の含有量が低

かったため、タンパク質及び脂質の吸収効率に関しては４種間で明瞭な差は見

られなかった。沖縄のサンゴ礁では、ヒメクロナガウニは潮間帯上部の深い巣

穴でみられ、潮間帯中部～下部の巣穴にはリュウキュウナガウニ及びホンナガ

ウニが分布し、ツマジロナガウニは潮下帯の穏やかな環境で一般的に巣穴を持

たずに生息することが知られている。本研究で見られたナガウニ４種問におけ

る摂餌量及び栄養吸収効率の差は、異なる微小生息環境に対する４種の食性面

での適応結果を反映したものと考えられる。


